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折れ線型経過をたどる自閉症児の

早期発達特性
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showingSetbackCourse

神園幸郎
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水準などの、量的”な違いであり、栗田（1983）

が述べたような類型学的に単位症候群を形成する

ような、質的”な差異はないことを指摘し、幼児

自閉症が少なくとも２つの亜群（Knick群と非

Knick群）に分類されることを示唆した。

また、折れ線型自閉症児には発作性異常などの

脳波異常やけいれん性疾患が、非折れ線型自閉症

児に比べて比較的多く出現するとの知見に基づい

て、折れ線現象の成因について、脳機能障害など

の生物学的要因の強さを指摘する説（Ｒｕtter＆

Lockyer，１９６７；栗田1983；星野ら，1986）が

従来多く報告されている。これに対して、折れ線

型自閉症児は必ずしも予後が不良であるとは言え

ず、脳障害の発生を示唆する既往も多いとは言え

ないといった報告や、折れ線現象の出現の誘因も

しくは契機として心理・社会的ストレスを指摘す

る研究も少なくないことから（Ｏｍｉｔｚ＆Ritvo，

1968；Treffert，1970；牧田1971；川崎，清水，

太田，1985)、折れ線現象の成因を生物学的要因

のみに帰することには無理がある。少なくとも、

折れ線現象の背景要因として心理・社会的要因の

関与を想定せざるを得ないようである。このよう

に、現在までのところ折れ線現象の成因について

は明確な根拠は提示されてされておらず、器質因

と力動因が複雑にからみ多因子性に発症するもの

と考えるのが現時点では妥当なようである（小林，

1992）。

折れ線型自閉症に関する研究は、自閉症の病因

I．はじめに

幼児自閉症の早期の発達過程において、それま

でに一旦獲得された行動が消失したり、明らかな

退行現象を示す一群がある。この早期の経過に関

しては早くから関心が向けられ、Eisenberg＆

Kanner（1956）やHarper＆Williams（1975）

では発症（manifest，ｏｎset)、Ｒｕtter＆Lockyer

(1967）では退行（reg1℃ssion)、そして、Lotter

(1966）では退歩（setback）などとしてこの現象

が記述されている。こうした現象のうち、特に有

意味語の消失といった発話を中心とする退行的経

過を指して、石井（1971）は折れ線型と命名した。

このタイプの自閉症児は、わが国でも若林（1974）

の先駆的研究を初めとして早くから注目を受け、

その特殊性が指摘されてきた。

栗田（1983）は折れ線現象が出現した後の発達

水準の低下や行動的症候から、折れ線型自閉症は

崩壊糖神病と同一疾患である可能性を示唆した上

で、非折れ線型自閉症と区別する必要性を指摘し

ている。これに対して、星野ら（1986）はKnick

群（折れ線現象を示す群）や疑Knick群は非Knick

群に比べて精神発達水準が有意に低く、言語障害

や対人関係障害が重篤であり、惰動行動、睡眠障

害、自傷行為などの幼児自閉症に特有の問題行動

も高頻度で認められると指摘した。しかしながら、

星野は、これらの差異はあくまでも重篤度や発達

＊Dept、ofSpecialEducation，ＣｏｌＬｏｆＥｄｕ.，Univ・ｏｆｔｈｅＲｙｕｋｙｕｓ

－３８９－



琉球大学教育学部紀要第44集Ⅱ

や本態を究明する上で重要な意味を持つが、次に

指摘するように臨床的にも極めて重要な意義を持

つ。折れ線現象は２歳前後もしくはそれ以前とい

うかなり早期に発現する例が多いことから、折れ

線型現象は自閉症の早期発見のかなり明確な臨床

的指標となり得るという重要性を持っていると言

える（若林，1990）。したがって、折れ線現象の

研究は、自閉症の早期治療あるいは教育に極めて

重大な意義を持つことになる。

そこで、本研究は発話の消失現象、すなわち折

れ線型自閉症児と、発話の消失を示さない非折れ

線型自閉症児の発育歴、発達経過、及び現在の発

達水準を比較検討し、折れ線型自閉症の実態を明

らかにしたい。

と障害児保育事業の実施園のいずれか、または両

方に現在あるいは過去において在籍していた。ま

た、全員について自閉症の診断は医師によってな

されている。

２．手続き

調査は自作の面接用紙に基づいて、直接、対象

者に面接して聞き取りの様式で行われた。調査の

内容は、初語の年齢とその発話内容、言葉の増加

する２歳前後の発達状況、発話の消失時期とその

前後の状況、発話の再出現時期およびその状況、

現在までの発達経過と処遇状況、その他の一般的

な生育歴などであった（資料参照）。また、現在

の発達状況を把握するために「津守式乳幼児精神

発達質問紙」を全対象児に実施した。面接は原則

として対象者の指定した場所で行われた。面接に

要した時間は約２時間であった。なお、聴取した

内容はすべて筆記により記録された。

Ⅱ方法

１．対象

調査対象は沖縄県に在住する３歳半から８歳の

自閉症児（男児：４０名、女児：１１名）をもつ51名

の母親であった。

対象児の年齢は３歳６カ月から８歳の範囲であっ

た。折れ線現象は概ね１歳から３歳までの範囲に

出現するとの報告がほとんである（若林，１９７４；
栗田，１９８３；川崎，清水，太田，1985；星野ら、

1986）。したがって、本研究における対象児の年

齢の下限を３歳半に設定した。また、保護者への

聞き取り調査は回顧的項目がほとんどであり回答

者の記憶内容に依存するために、回答内容の信頼

性を考慮して、対象児の年齢の上限を８歳とした。

なお、この年齢は現在の発達年齢を把握するため

に用いる「津守式乳幼児箱神発達質問紙」の適用

年齢の上限に相当する。対象児の年齢別の人数お

よび男女の内訳については、表１に示した。

自閉症児の全員が県内の４カ所の母子通園施設

Ⅲ結果と考察

１．折れ線型自閉症の出現頻度

調査対象とした51症例のうち、自閉症状が髄膜

炎やてんかんの続発的症状と考えられる４症例を

分析から除いて、残り４７症例について以下に示

す基準に基づいて分類を行った。

１）発話消失群：言語が一旦出現した後で、全

て消失する。また、消失前に２語以上の有意味語

を有している。

２）発話非消失群：生育歴上に発話消失現象が

出現せず、現在、一語発話以上の言語能力を有す
る。

３）その他：現在までに発語が見られない。

なお、１）については、現在、発話があるか否

かで、ｖ'発話あり”と、発話なし”に、２）につ

いてはある一時期に言語発達の停滞が見られた者

を、一時停滞”として、発話あり”と区別して下

位群を設けた。この基準に基づく分類の結果を図
１に示した。

発話消失群は全体の34％を占めており、男女の

割合は男子が71.6％（10名）、女子が28.4％（４

名）であった。折れ線型自閉症の出現率について

は、Lotter（1966）は疫学調査に基づいて発見さ

れた自閉症児32例中の10例（31.1％）に折れ線現

表１．対象児の内訳

ｒ=i~i=言iと
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象を認めた。また、医療機関への来院児について

調査したＲｕtter（1985）では63症例のうち21％

で、自閉症状の出現前に正常発達の経過を認めて

いる。わが国における研究では、若林（1974）に

よれば、折れ線型自閉症は幼児自閉症の116例の

うち26例（22.4％)、栗田ら（1983）は幼児自閉

症261例のうち97例（37.2％)、そして、川崎、清

水、太田（1985）は自閉症児162例中、折れ線型

は43例（26.5％）というように約２～３割程度の

出現率を報告している。これらに対して、小泉・

薄田（1980）は24例中16例（67％）というかなり

高い出現率を報告している。星野ら〈1986）もま

た、自閉症児をKnick群、疑Knick群、そして非

Knick群の３群に分類し、それぞれの割合を調べ

た結果、Knick群と非Knick群を併せて全体の４９

％（39名）を占めたと報告している。このように

折れ線型自閉症の出現率については、研究によっ

て大きな差異が存在する。星野ら（1986）によれ

ば、彼らの出現率が高い値を示したのは、医療機

関に通院している自閉症児を対象としたため比較

的重度の例が多くなり、結果的に多くのKnick現

象を含むことになった為であると説明している。

恐らく、上述した出現率の違いは、対象とした自

閉症が疫学調査の対象児であったり、特定の病院

への来院児であったりといった標本の抽出方法が

多様であることに大きな影響を受けているのであ

ろう。

若林（1990）はこれまでの研究を概括して、折

れ線型自閉症の出現頻度は大体30％前後とみてよ

いのではないかと述べている。本研究の出現率３４

％はほぼ従来の研究と類似した割合であると見て

よいであろう。

性差については上記のほとんどの研究において

差はないとの主張がなされている。ただ、栗田

〈1983）は、折れ線型自閉症の女児の出現率

(513％）は男児（34.7％）に比べて有意に高い

頻度を示したと報告している。栗田（1983）は出

現率におけるこの性差を－つの根拠として、折れ

線型自閉症と崩壊精神病が同一疾患である可能性

を指摘し、従来の自閉症と折れ線型自閉症を質的

に区別する必要性を主張した。本研究における折

れ線型自閉症と非折れ線型自閉症の出現率の性差

についてｘ2検定を行っ先繪果、有意な性差は認

められなかった。栗田（1983）における対象児の

吟味が行われなければならないが、現時点では折

れ線型自閉症の出現率における性差は認め難いと

言わなければならない。

また、消失群・非消失群ともに現時点で一語以

上の発話が認められる児がほとんどを占めている。

現時点で発語が見られる消失群のうち６歳になっ

て発話の再出現をみた３例を除いて、５歳までに

一語発話が確認されている。調査時点で発話が認

められず、無発語状態にあるのは消失群が２例と

その他６例の８例であった。対象の数が少ないも

のの、消失群と消失群以外で無発語の自閉症児の

割合に差はないようである。彼らの全員は既に５

歳を過ぎており、発達検査による現在の発達水準

も発話が存在する自閉症児に比べて極端に低かっ

た。これらの特徴は「５歳までに言語を獲得でき

るか否かが予後の良し悪しと関係する」とした

Eisenberg（1956）の指摘と符合することから、

この６例の予後は楽観できない。

以上の知見から、折れ線型自閉症の出現率は決

して少なくはなく、自閉症を考える上で極めて重

要な意味を持つ群であるといえる。

E1IPlll1灘１
図１．発賭消失による分類

２．折れ線型自閉症の発達特性について

表２は折れ線型自閉症児として分類されたもの

のうち、調査時点で一語発話以上の言語発達水準

にある14例に関する始語月齢、発話消失の時期、

発話以外の消失した事柄、消失前後のエピソード、

発話の再出現時期、そして２歳前後の養育状況に

ついて示したものである。以下、この表をもとに

考察を進める。

－３９１－
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表２．発話消失群の発達経過

１）始語月齢および始語内容

発話消失群（以下、消失群と略す）の始語月齢

は、「２歳頃」と回答した１名を除けば全員が１

歳前後（10カ月から1歳３カ月の範囲）であった。

これに対して、発話非消失群（以下、非消失群と

略す）の始語月齢は「ｌ歳半過ぎ」と回答した３

名を除いて、残りの全員が２歳過ぎから５歳前ま

での範囲に分布していた。図２は表２で示した消

失群の始語月齢と非消失群のそれを半年ごとの累

積数で表したものである。この図からも明らかな

ように、消失群と非消失群の始語月齢は殆ど重な

ることがなく、両群が全く異質な集団であること

を示唆している。消失群の始語月齢は健常児のそ

れと完全に一致していた。

また、両群の違いは始語月齢だけでなく、始語

の出現過程や始語内容でもみられた。消失群にお

いては、哺語の出現に続いて指さしやv'やり取り

遊び”での動作模倣のような前言語的行為が活発

に展開し、その後ことばが出現するといった正常

な言語発達の経過を示している。さらに、出現す

ることばも／マンマ／、／プープー／など正常な

言語発達に見られる幼児語が殆どであった。これ

に対して、非消失群の始語は、消失群とは違って

哺語や前言語的行為が全く出現せず、ことばが突

然に出現するという特徴があった。さらに、始語

の内容も対象児の周囲で交わされることばが再現

されるという種類のもので、／パン／、／リン

ゴ／、／ノム／、／オイシイ／などのいわゆる成

人語が多く、始語以前に哺語が出現したとの回答

は僅か２名にすぎなかった。このように非消失群

の始語は、自閉症特有な言語発達の特性を有して

いた。

以上の知見から、消失群の始語は正常な発達に

裏打ちされたものであるのに対して、非消失群の

それは既に自閉症の特異な言語発達の兆しを呈し

ていることが指摘できる。

－３９２－

事例

番号
始語月齢

発騒消失

の時期

発騒以外の
消失内容

消失前後のエピソード
発騒の再

出現時期
2載前後の養育環境

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
、
吃
⑬
皿

１歳IltI後

１歳前

1霞３カ月

９カ月

不明

１歳頃

1歳前

1虚１カ月

２歳頃

１歳過ぎ

１０カ月

1霞２カ月

１０カ月

１趣前

l趨３カ月

1趣２カ月

１趣半

不明

（１(2畔？）

３歳頃

１戚半

１趨半

1歳半

２愈半

２歳

１戯

２趣

２趣

不明

周囲への関'し．

動作模倣．指さし

指さし．動作模倣

やり取り遊び

」掴さし．■､作襖倣

周囲への関,□

指さし．動作模倣

（自動車運転）

指さし．周囲への

関,心

指さし．動作模倣

周囲への関,心

周囲への関心

周囲への関`□

動作模倣

動作模倣

指さし．動作襖腫

周囲への関,心

指さし．動作模倣

母親の妊娠，出産

母親の妊娠．出産

母親の妊嬢．出産

引越し

甘露教室に通い始めて，

発声を強要された。

弟の艇生

偶然，家に－人閉じ込め
られろ

特になし

母子通園捷畿に入園

兄に手が掛かり．かまえ
ない

特になし

母親の妊嬢と出産，引越し

海ﾀﾄﾍ転居

母が仕事と家事に迫われ

ていた

６餓前

4蔵８カ月

４戯頃

２趣前後

不明

３愈半

4趣0カ月

６霞前後

６歳

4歳４カ月

５歳

３趣

3鼠２カ月

３歳

1歳から２趣にかけてあまり
かまって｣やれなかった

妹に手がかかり．あまりかま
ってやれなかった

悪阻がひどく、かまってやれ

なかった

第１子で育児に戸惑いがあっ
た

両親が共働きで．曾祖母や保

育園に預けていた

手が掛からないので．放って
おくことが多かった

妹や兄に任せて家を空けるこ
とが多かった

よく樽ってあげていた方だと
思う

両親の離婚で県外から沖縄へ
転居

兄がいじめにあっていて．そ
の対応で手が掛かっていた

放っておいても泣かないので
楽だった

手が掛からず．存在感のない
子だった

海外に滞在中はお手伝いさん
に預けることが多かった

第１子であり．育児に不安が
あった
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２）発話消失の時期とその前後の状況

発話の消失時期については多くの母親が「気付

いたら喋らなくなっていた」と述べた上で、その

時期を回答している。したがって、回答した時点

を発話消失時期として特定してしまうのは危険で

ある。発話消失に気付いた契機として「同胞の出

産後しばらくして落ち着いた頃、対象児に接して

みたら喋らなくなっていた」といった回答もあり、

発話の消失現象は親が気付く以前のかなり早い時

期から起きていたとも考えられる。ただ、発話消

失に気付いた時期については、表２にみられるよ

うにかなり具体的なエピソードを交えながら報告

されているため、気付いた時点の信懸性は高いと

考えてもよさそうである。しかし、残念ながら本

研究では回答者の報告以外に正確な消失時期を同

定するだけの情報を備えていない。そこで、ここ

では便宜的に保護者の報告した時期をもとに検討

を加えることにする。

表２にみるように、全体の約半数が1歳半から

２歳の時期に発話が消失している。先に指摘した

ように１歳前後に初語が出現して、わずか半年か

ら1年半のうちに発話が消失し、遅い症例でも３

歳までには発話消失が認められている。この結果

は、従来の研究の結果とほぼ一致している（Ｒｕｔ

ｔｅｒ＆Locker，１９６７；Ornitz＆Ritvo，

1968）。例えば、若林（1974）によれば、全ての

症例が５歳までにKnickを示しており、１歳か

ら３歳までのものが76.9％と大多数を占めてい

た。本研究と同様に、初語の出現から僅か半年か

ら１年半の間に発話が完全に消失していることに

なる。

また、消失群のほとんどの対象児において、発

話の消失と同時に、他の行動領域にも変化や消失

が認められたと回答している。たとえば、「周囲

への関心がなくなる｣、「呼んでも振り向かない｣、

「指さしの消失｣、「お手ムパチパチをしなくな

る」など、対人関係にまつわる様女な行動の消失

および変化が起きている。ほとんどの症例でこう

した他領域の行動の消失・変容を随伴したとの報

告がなされている中で、３例については「発話の

みの消失」と報告されている。しかしながら、こ

れらの症例においても、生育歴の詳しい分析を行っ

てみると、例えば「親の後追いをしなくなった｣、

「抱かれるのを嫌がるようになった｣、「微笑み

がなくなり、表情が乏しくなった」など、必ずし

も発語のみが消失しているわけではなく、発話消
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失前後に明らかな対人関係に基づく不全状態が報「海外へ転居」などもある。こうした心理・社会

告されている。したがって、「発話のみ消失」と的なストレス要因に関するエピソードは先行研究
した３症例についても、他の症例と同様に他領域でも指摘されており、例えばOritz＆Ｒｉｖｏ

の行動の変容・消失が存在したものと想定される。（1968）は同胞の出生、両親の不和、経済的恋化

でも指摘されており、例えばOritz＆Ｒｉｖｏ

（1968）は同胞の出生、両親の不和、経済的変化、

転居など、川崎、清水、太田（1985）は母の妊娠・

出産、水痘や感冒に罹患、転居、両親の離婚、家

庭不和、母の就労により他人が養育、パイパイを

強制などが報告されている。

一般に、妊娠・出産はこの時期に起こる割合が

多い上に、転居などと同様に非日常的な出来事で

あるのでエピソードとして記憶（長期記憶におけ

るエピソード記憶）に残り易い。それ故、発話消

失とエピソードの関係は偶然の一致であって直接・

間接的な因果関係はないにもかかわらず、こうし

た出来事との関連で子どもの問題が語られる可能

性は充分に考えられる。

これに対して、川崎、清水、太田（1985）は指

摘されたエピソードと発話消失現象との間に何ら

かの心理的機制に基づく関連が想定される場合が

あるとして、次に示すような３つの機制をあげて

いる。

（１）母親の喋らせようとする学習刺激が子ども

の発話を助長し、促進していた状況下でこの強化

刺激が断たれたり、著しく減少し、発語が乏しく

なったという機制である。母親との接触が、母の

妊娠、出産、就職などのために制限されることに

よって、このような機制が生じる。（２）激しい情

緒的な葛藤体験の反応として発話消失が生じると

いう機制である。例えば、言葉を強制して言わせ

ようとすることで発話が消失するとか、生活環境

の変化、例えば転居などが自閉症児に激しい情緒

的混乱を来すことなどが考えられる。（３）新たに

獲得した発話は使用頻度が少なく、定着していな

い上に要求手段のみに限定されて使用されている

ため、要求を他の非言語的手段によって満たすこ

とができるようになると発語の機会が減少し、や

がて消失するという機制である。

川崎ら（1985）は自閉症の発語消失現象は脳機

能の永続的退行を前提としなくとも、上記のよう

な機制により説明できるのではないかとしている。
確かに、発話の一時的な消失については、上記の

心理学的な機制で説明が可能であると思われる。

しかしながら、発話消失の後、５，６歳までのう

一方、発話消失の前後、あるいは、発話消失を

契機として、様々な行動の退行や消失が認められ

ることと対照的に、身辺処理に関する基本的生活

習慣は着実に習得されて行くようであった。対人

関係に基づかない行為や対物操作は折れ線型の退

行を起こさず、生活年齢に伴って獲得されていく

ようである。この特徴は自閉症児の発達に特有な

現象として指摘できるかもしれない。

さて、発話の消失が自閉症の発症を意味してい

るかどうかについては論議が分かれるところであ

る。つまり、発話消失以前の発達が正常であれば、

Knickが発症を意味するものと考えてよい。しか

し、Ｒｕtter（1967）の指摘のように、自閉症状

が出現する前に正常発達の時期があったと親が述

べている場合、それは運動発達が正常であったこ

とや明らかな行動もしくは社会的問題がなかった

ことから親は正常と見なしているのであって、自

閉症状はもっと早くから始まっている可能性があ

る。確かに、自閉症の発症の時期は親の報告した

時点と重ならない可能性があり、Ｒｕtterの指摘

した可能性は充分考えられるが、本研究の結果か

ら推すと発症の時期を始語以前に糊ることは想定

し難い。なぜならば、先にも指摘した通り、消失

群の始語までの経過には、本研究の対象児に限れ

ば、自閉症の発症を疑わせるような徴候や異常性

は検出されていなからである。そうすると、自閉

症の発症の時期は始語期から母親の回答した消失

時期の間にあると考えるべきであろう。

ところで、回答者の多くが、発語消失のきっか

けとなったと思われるエピソードを述べている。

なかでも、「弟、妹の出産・育児に忙殺された」

が最も多く、その他、「引越して、落ち着かなかっ

た」、「忙しくて、かまってやれなかった」など、

一般的な母子関係の不十分さを指摘したものが多

かった。こうした漠然としたエピソードとは対照

的に、以下に示すように極めて具体的に、かつ因

果論的にきっかけを述べた保護者もいた。それら

は、「言語教室で無理に言葉を出させようとし

た」、「偶然、家にひとりで閉じ込められた」、
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ちに発話の再出現がみられるものの、そこでの発

話形態は後で指摘するように明らかに１歳前後の

発話とは質的に異なった様相を呈している。した

がって、発話消失を契機として明らかに永続的な

発達障害が生じているとみるべきである。このよ

うに考えれば、発達障害としての自閉症を上記の

３つの機制で説明するには多少無理があるようで

ある。むしろ、母親から指摘されたエピソード以

前に、対人関係障害や社会性障害を基調とする発

達障害が生起していて、本来の適切な関わりが保

障されている時は単なる発達の遅れ程度で済むも

のが、母子関係の不全や環境変化といった心理・

社会的な抑圧要因が作用することによって発話の

消失といった極端な退行現象が生じたものと考え

た方が理解しやすい。つまり、心理・社会的なス

トレス要因が作用して自閉症状の憎悪が生じたも

のと考えるべきである。このことについては自閉

症の本態と関わる重要な論点であるので、今後、

詳細に検討しなければならない課題である。

３）２歳前後の養育状況

一般に２歳前後は表象機能が充実し、言語およ

び認知の発達が一段とめざしい発達を遂げる時期

である。この時期はまた、自閉症の特徴が顕著に

なる時でもある。そこで、本調査では２歳前後の

養育状況についても聞き取りを行っている。それ

によれば、表２で示されている通りに、「忙しく

て構ってあげられなかった」、「手が掛からなかっ

たので放っておくことが多かった」、さらに「育

児不安や戸惑いがあった」などのように、一様に

母子の接触の稀薄さ、もしくは不自然さが述べら

れている。この時期は既に発話も消失し自閉症状

が前景に出てきているため、結果として１戚前後

にみられた母子の相互作用が減少し、必然的に母

子接触が稀薄になる頃である。上記の母親からの

回答は、恐らく子どもの自閉症の発症に伴う母子

接触の稀薄さが、このような母親の表現になった

という側面もあるのだろう。

また、１４名中８名が１歳半健診で発達上の問題

をほのめかされているが、その時点で明確な発達

障害を指摘された例はなかった。したがって、２

歳前後になるまで、適切な診断機関を受診した母

親は皆無であった。しかし、２歳前後を境にして

子どもの行動の特異性が気になりだし、この後３

歳までの1年間に全員が診断機関を受診し、その

結果、自閉症と診断されている。この経緯は非消

失群と基本的には違いはみられなかった。

４）発膳の再出現

消失群のうち調査時点で一語発話以上の言語水

準にある14名について、発話の再出現がみられた

時期を質問したところ、表２に示されるような回

答を得た。発話の再出現が６載頃と回答した３名

と不明の１名を除く残りの10名は早い場合は、２

歳前後、遅くても５歳までに発話の再出現をみて

いる。発話が消失していた期間は各対象で異なり、

約半年から４年半にわたっている。

発話の再出現が遅れた３名は調査時点での発達

指数が他児に比べて極端に低く、予後の悪さが予

想される。小林（1992）は折れ線現象の発現の時

期が２歳未満より２歳以後のほうが発達経過は不

良であるとして、折れ線現象の出現時期が予後と

関係すると述べている。しかしながら、本研究で

は発話の再出現の時期が早期であればあるほど調

査時点での発達指数が高い傾向があり、折れ線現

象の発現時期よりもむしろ発話の再出現時期が予

後と関係が深いことがわかった。

消失群の始語は動作模倣や指さしの出現などの

行動特徴に代表される前言語期に引き続いて出現

することや、先に指摘したように初語内容やコミュ

ニケーションの原初形態を示す、やり取り遊び”

をみる限りにおいては、全く健常な発達を示して

いる。しかしながら、発話の消失期を経て再び出

現してきた言葉は様々な異常性を帯びている。再

出現時の語葉は始語の出現時と同じように、哺語

様の音声から単語が出現してきた例もあるもの

の、ほとんどの事例において哺語がなく、さらに

前言語的行為が先行することもなく突然に単語が

出現している。しかも、それらの語は、始語を

櫛成していた幼児語よりも、成人語や慣用語の形

態をなす語が多かった。この傾向は、言語の再出

現時期が遅れるにつれて顕著になる傾向があっ

た。

発話の再出現時期には反響言語が多発したとの

母親の回答が多いことから推すと、再出現時の発

話内容は他者の発話模倣に基づいている可能性が

高い。それ故、彼らの発話が他者とのvIやり取り

性”の欠落した音声の同型的な取り込みによる発
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図３．事例７の発達経過 図４．事例６の発達経過

話という自閉症特有の言語症状を呈することにな

るのであろう。当然のことながら、この特徴は非

消失群のそれと何ら違いは認められなかった。

ところで、９名の母親が発話の再出現を保育所

の入所との関連で陳述した。これらの事例のうち

３例について、その発達経過を模式的に示したも

のが図３、図４そして図５である。図３の事例７

(表２の事例番号に単拠）は１歳半まで順調に発

達し、ことばも増えつつあったが、1歳半頃のあ

る日、母親が庭で洗濯をしている時に本児が誤っ

て鍵をかけてしまい、母親は約２時間にわたって

家に入れない状態になってしまった。その時ひど

く泣きわめきパニックに陥った。それ以来、母親

を拒否し始めるとともに、発話が急速に消失し、

同時に視線が合わなくなるとか姉や兄とも遊ばな

くなるといったように自閉症状が顕著になる。４

歳８カ月時に公立の保育所に入所し、障害児保育

の対象児として処遇される。保育所に入所後２カ

月が経過した頃から、周囲への関心が徐々に出現

し、他児の動作模倣や音声模倣がみられるように

なって、発話が再出現している。本児は調査時点

(７歳４カ月）で、まだ一語発話の段階で反響言

語が多発していたが、かなりの語彙を獲得してい

た。図４の事例６も同様に１歳過ぎに発話が消失

し、それに伴って顕著な自閉症状が出現するとい

う典型的な折れ線現象を示した後、３歳半の保育

所への入所を契機として、急速に言葉が出現し始

める。５歳５カ月の調査時点においては語彙量は

豊富で、ことばによる簡単な受け答えが可能な段

階にまで発達している。図５の事例10は折れ線現

象の経過後、３歳半で母子入園施設に入園し、そ

れまでの多動傾向が次第に落ち着きをみせるが発

話の再出現にまでは至っていない。しかし、４歳

４カ月で障害児保育の対象児として保育所に入所

直後から、ことばが出現し始める。その後、急速

に語葉量が増加し、調査時点の５歳時には「お父

さん起きて」、「プックポックス行こう」など２

語発話も可能な段階に達している。

発話の再出現に関して上記の３例を含む９例に

共通する特徴は、保育所への入所の時期と発話の

再出現時期が重なるということである。先にも指

摘した通り、発話の再出現時期は２歳から６歳ま

での範囲で各対象児によって異なっていた。さら

に、保育所への入所時の年齢は各対象児によって
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異なるにも関わらず一様に保育所入所の後に発話

の再出現をみていることから、単なる年齢によっ

て発話の再出現が規定されているのではなく、保

育所入所がその契機になっている可能性があるこ

とを強く示唆する。その機制については、次のよ

うなことが想定される。

自閉症児の言葉および行動の取り込みの仕方と

して先にも述べたように、他者との相互主体的な

関わりを通して言語や行為が獲得されるのではな

く、他者の言語や行為が他者性を脱落させて同型

的に取り込まれるものと考えられる。その際、取

り込みの対象となる言語や行為のモデルが存在し

なければならないことは言うまでもないが、この

モデルの性質が重要な意味を持つものと思われる。

保育所に入所する以前でも言語や行為のモデルと

しての母親は常に側に存在し、さらに図５の事例

のように母子通園施設に通園する対象児もいるに

もかかわらず、発話の再出現をみていない。しか

し、保育所に入所するや発話が再出現してくるの

は、再出現の際のモデルとして母親（母子通園施

設においても関わりの中心は基本的に母子間であ

るという点で、やはりモデルは母親である）より

も、子ども集団が有効であるということであろう。

保育所には対象児と同年齢の子ども集団がある。

この集団には、同年齢であることによって興味や

関心が類似するという側面があると同時に、個人

差による行動の多様性も存在する極めて力動的な

特徴がある。このように多様な言語および行動の

モデルが身の周りに常に存在し、豊富な刺激を受

けつつ生活できる空間が保育所には備わっている。

恐らく、このことが折れ線型自閉症の発話の再出

現を支える重要な機制として作用しているのであ

ろう。

保育所などで子ども集団と離れて一人遊びをし

ている自閉症児が、他児のいなくなった後で他児

がしていた遊びや行為をその意味内容は理解され

ていないもののそっくりそのまま真似をしている

光景をよく目にすることがある。従来、周囲の刺

激に無関心で、他者との関係を取り結べない対人

関係障害として記述されてきた自閉症児は、そう

した記述の故に人を含む環境の刺激が彼らにとっ

て意味をなさないかのように受け取られがちであ

るが、決してそうではない。彼らは身の周りの様を

兄に手が掛かって
いた時期で、樽っ
てやれなかった

田子通困施田に

入団後、落ちく
｢プープー」

｢マンマ」

瓢
§Hがついたら周囲に

ARBO､で、甘葉も消

失し、「アーアー」

といった発生のみ

始語

（
隠
査
時
点
）
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図５．事例10の発達経過

な刺激に敏感に反応し、それらを自らの行動様式

として取り込み、適応性を高めて行くことが可能

なのである。

５）予後について

図６は調査時に実施した津守式乳幼児精神発達

質問紙の結果を、消失群と非消失群について各領

域ごとの平均発達指数で示したものである。各領

域における平均発達指数は運動、探索、社会、生

活習慣そして言語の順にそれぞれ消失群は84.8,

52.5,41.6,78.6、そして50.3､非消失群は78.9,

49.0,39.7,76.3、そして５０．８であった。なお、

図で示されたような運動と生活習慣の発達指数が

高く、探索、社会、そして言語のそれが低いとい

うプロフィールは、川崎、清水、太田（1985）の

結果と一致した。恐らく、ここで示された発達傾

向は自閉症に特有なものなのであろう。図からも

明らかなように、両群の平均発達指数にはどの領

域においても有意差はみられなかった。

折れ線（Knick）型自閉症の予後については、

若林（1974）と栗田（1982,1983）は非Knick群

よりも重症で精神発達水遁が低く、予後が不良で

あるとしている。特に栗田（1983）はKnick群に

－３９７－
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図６．津守式乳幼児精神発達質問紙の発逮輪郭哀

女児が多く出現するといった特徴、発達水準の低

下、そして出現する行動的特徴などから折れ線型

自閉症がHeller氏病ないし崩壊精神病と同一の疾

患であって従来の自閉症と区別すべきであると主

張している。これに対して星野ら（1986）はKnick

群における自閉症状が非Knick群に比べて重篤で

あるとしながらも、これらの差異はあくまでも重

篤度や発達水準などの量的な違いであり、栗田が

述べるような質的に全く異なる別の疾患として分

類することは難しいとしている。折れ線型自閉症

の予後が不良であるとの研究が多い中で、平均年

齢が５歳という短期予後ではあるが、川崎、清水、

太田（1985）は折れ線型自閉症の予後が不良であ

るとは判定できないとして予後に対する悲観的な

見方を戒めている。

本研究では消失群で発話が再出現した後は、両

群の言語症状間に特筆すべき差異は認められなかっ

た。また、調査時点の発達指数も発話の再出現の

遅い３名が低い値を示したものの、平均の発達指

数は非消失群のそれと有意差はなかった。本研究

の結果からみる限りでは、消失群の発達が必ずし

もよくないとは言えないようである。ただ、対象
とした自閉症児の年齢が８歳までであったので、

この点については今後、年齢範囲を拡大した対象

について縦断的に検討することによって確認する
必要があろう。

Ⅳ、結鯰

１．折れ線型自閉症は自閉症児全体の34％にみら

れ、この割合は従来の研究結果とほぼ類似して
いた。

２．折れ線型自閉症における始語までの発達経過

には、その後の発達障害を予測させるような徴

候は認められなかった。

３．母親によって発話消失の契機として回答され

たエピソードは、先行研究で報告されたエピソー

ドと同種のものであった。それらは心理・社会

的ストレス要因を内包している。それ故、こう

した要因が既に自閉症を発症している子どもに

作用して自閉症状の憎悪をもたらし、結果とし
て折れ線現象を生起させている可能性があると
の指摘がなされた。

4．保育所への入所、つまり同年齢の子ども集団

への参加が、一旦消失した発話が再出現する契
機となっていることが指摘された。

５．８甑までの短期的な予後ではあるが、折れ線

型自閉症の予後は従来指摘されているほど悪く

－３９８－
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回
面接I周査衷 平成年

濁所：

応答者：

月日

Ｉ生育歴（プロフィール）

（１）氏名：男・女生年月日：

本児の出竃年齢：愈第子

保護者：父趣職業：

：母趣職業：

（２）養育歴

・家族構成：

・主な養育者（職業，勤務時間簿）．

Ⅲ消失現象の有無について

鼠

有無不明

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

０
⑫
⑬
仏

一旦甘えるようになった官葉を回わなくなった

周囲の人に関心を示さなくなった

日常生活動作ができなくなった

その他

･養育現境（特に乳幼児期－２才前後） ･消失内容（行動内容、発賭内容等）

･現在までの処遇状況 ･消失出現時期（月齢）と消失前後の特徴的な行動及びエピ

ソード

霞ケ月

Ⅱ早期の発遼状況

（１）既往歴：

（２）始歩月齢：

（３）始爾月齢及び発顧及び発露内容：

（４）コミュニケーション障害の早期徴候
１鱈しかけても視線があわなかった

･消失の犠子と現在までの状況

（はいいいえ，わからない）
２人見知りをしなかった

（はいいいえ‘わからない）
３周囲の人に関心を示さなかった

（はいいいえ，わからない）
４親の後追いをしなかった

（はいいいえ，わからない）
５あまり手がかからずおとなしい子であった

（はいいいえ，わからない）
６指さしが少なかった（なかった）

（はい，いいえ，わからない）
７あまり泣かなかった

（はいいいえ，わからない）
８抱かれるのを蟻がった

（はいいいえ，わからない）
９表情が乏しかった（微笑みがなかった）

（はい！いいえ，わからない）
１０睡眠時間が短かった

（はいいいえ，わからない）
１１名前を呼I舐れても反応しなかった

（はい，いいえ，わからない）
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